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２議会だより かつうら

６月定例会

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

2,675万5千円を可決

一般会計補正予算

予算総額 33億1,914万7千円に

議
員
改
選
前
の
六
月
定
例
会
は
、
六
月
四
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
十
日
間
開
か
れ
、

十
五
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
、
助
役
の
選
任
同
意
な
ど
六
議
案
を
審
議
し
、

全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
六
人
の
議
員
が
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

児童福祉費 259万4千円
（子育て支援事業の講師委託料など）

農 業 費 2,284万6千円
（環境にやさしい農業を進める事業など）

教 育 費 111万5千円
（西岡教員住宅防水工事）

補正の主なもの

・
手
数
料
条
例

新
た
に
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

交
付
手
数
料
一
枚
五
百
円
を
八
月

二
十
五
日
か
ら
徴
収
す
る
。

・
病
院
事
業

現
在
の
病
床
六
十
八
床
を
九
月
一

日
か
ら
六
十
床
に
す
る
。

・
議
会
委
員
会

議
員
定
数
の
二
人
削
減
に
よ
り
、

各
委
員
会
の
委
員
数
を
改
め
る
。

中
田
助
役
の

選
任
に
同
意

dtp
条例の一部改正



３ 議会だより かつうら

環境にやさしい農業を

五
月
六
日
に
開
か
れ
、
繰
越
金
一
億
六
千
七

百
万
円
な
ど
の
十
四
年
度
補
正
予
算
と
、
知
事

選
挙
費
四
百
三
十
九
万
円
の
十
五
年
度
補
正
予

算
が
提
案
さ
れ
、
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
溝
田
、
国
清
、
川
端
議
員
か
ら
議
員

定
数
を
十
四
人
か
ら
十
二
人
に
す
る
条
例
改
正

案
が
提
出
さ
れ
、
川
端
議
員
が
提
案
理
由
を
説

明
。
反
対
、
賛
成
の
討
論
が
行
わ
れ
採
決
の
結

果
、
賛
成
八
人
、
反
対
三
人
で
削
減
を
可
決
し

ま
し
た
。

第１回臨時会

５月29日に開かれ、勝浦町国民

健康保険条例の一部を改正する条

例を審議し、全員一致で可決しま

した。

第２回臨時会

議
員
改
選
後
初
の
臨
時
会
が
七

月
十
四
日
か
ら
開
か
れ
、
議
長
・

副
議
長
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
長
選
は
投
票
と
な
り
、
溝
田

義
昭
議
員
九
票
、
原
田
昭
三
議
員

三
票
で
、
溝
田
議
長
が
誕
生
し
ま

し
た
。

副
議
長
は
川
端
雅
夫
議
員
を
指

名
推
選
で
選
出
し
ま
し
た
。

第３回臨時会

議
長
に
溝
田
義
昭
議
員

副
議
長
に
川
端
雅
夫
議
員
を
選
出

溝 田 議 長川端副議長

今
の
時
期
に
な
っ
て
エ
ア
コ
ン

問
設
置
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

当
初
予
算
に
計
上
す
べ
き
で
は
。

今
ま
で
は
保
護
者
か
ら
要
望
が

答
な
か
っ
た
が
、
乳
幼
児
の
保
育

が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
必
要
と
な
っ
た
。

全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

百
五
万
円
を
可
決

（
横
瀬
保
育
所
リ
ズ
ム
室
に

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
）

議
会
選
出
の

監
査
委
員

森
敏
治
議
員
の
選
任
に

同
意
し
ま
し
た
。

dtp
議員定数２人削減



一般住宅になる西岡教員住宅

総 務

活動報告

４議会だより かつうら

沼
江
保
育
所
跡
で
英
会
話
教
室

五
月
二
十
三
日
に
委
員
会
を
開
き
、
十

五
年
度
補
正
予
算
、
沼
江
保
育
所
跡
の
子

育
て
拠
点
施
設
の
概
要
と
、
勝
浦
町
病
院

事
業
の
設
置
及
び
、
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
。

福
祉
課
長
か
ら

子
育
て
サ
ー
ク

ル
活
動
の
場
の
提
供
、
子
供
の
遊

び
場
や
、
学
習
の
場
を
求
め
る
声

が
あ
り
、
沼
江
保
育
所
跡
を
改
築

し
「
勝
浦
町
こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
」

と
し
て
活
用
し
た
い
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

英
会
話
教
室
を
開
設
す
る

問
と
言
う
が
、
人
数
の
確
保

は
で
き
る
の
か
。

福
祉
課
長

要
望
が
た
く

答
さ
ん
あ
る
。
講
師
は
外
国

人
に
依
頼
し
た
い
。

病
院
事
務
局
長
か
ら

医
療
法
の

改
正
に
よ
り
、
十
五
年
九
月
一
日

か
ら
、
現
在
の
ベ
ッ
ド
数
六
十
八

床
を
、
六
十
床
に
し
た
い
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

病
院
存
続
の
た
め
の
課
題

問
は
。

助
役

事
務
や

答
給
食
の
民
間

委
託
な
ど
が
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

委
員
会
と
し
て

提
案

す
る
こ
と
を
認
め
ま

し
た
。

五
月
三
十
日
に
委
員
会
を
開
き
、

十
五
年
度
補
正
予
算
な
ど
の
説
明

が
あ
り
審
議
し
ま
し
た
。

建
設
課
長
か
ら

西
岡
教
員
住
宅

の
屋
上
防
水
工
事
と
、
側
面
補
修

工
事
の
費
用
と
し
て
、
百
十
一
万

五
千
円
が
必
要
と
の
説
明
が
あ
り

審
議
し
ま
し
た
。

入
居
者
も
な
い
西
岡
の
教

問
員
住
宅
の
防
水
工
事
を
す

る
と
言
う
が
、
早
急
に
一
般
住
宅

に
移
行
し
、
入
居
者
を
公
募
し
て

は
。

建
設
課
長

九
月
に
条
例

答
改
正
し
、
西
岡
、
中
山
両

教
員
住
宅
と
も
一
般
住
宅
に
し
た

い
。

委
員
会
と
し
て

提
案
す
る
こ
と

を
認
め
ま
し
た
。

総
務
課
長
か
ら

十
四
年
度
の
繰

越
明
許
費
と
、
土
地
開
発
公
社
の

経
営
状
況
、
勝
浦
川
、
那
賀
川
流

域
間
一
市
四
町
合
併
協
議
会
決
算

書
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ナ
カ
テ
ツ
は
町
の
誘
致
工

問
場
で
あ
る
。
早
急
に
造
成

工
事
が
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に

努
力
す
べ
き
で
な
い
か
。

町
長

誘
致
企
業
と
し
て

答
い
つ
ま
で
支
援
し
て
い
く

か
限
度
が
あ
る
。
近
々
、
話
し
合

い
を
持
ち
た
い
。

委
員
会
と
し
て

了
承
し
ま
し
た
。

教員住宅を
一般住宅に

厚

生

こどものひろばとして活用される沼江保育所



東部広域農道整備促進特別委員会

委員会の

５ 議会だより かつうら

五
月
二
十
七
日
、
午
前
九
時
か

ら
特
別
委
員
会
、
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
、
期
成
同
盟
会
と
の
合
同

会
議
、
そ
の
後
、
県
農
林
事
務
所

の
担
当
者
も
含
め
て
会
議
を
開
き

ま
し
た
。

広
域
農
道
十
四
年
度
の
勝
浦
町

分
の
事
業
実
績
は
、
事
務
費
を
含

め
三
億
一
千
五
百
万
円
で
、
町
の

負
担
金
は
三
千
三
百
七
十
五
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

十
五
年
度
の
事
業
費
は
、
二
億

三
千
百
万
円
の
実
施
予
定
で
す
。

国
は
現
在
、
広

域
農
道
の
見
直
し

を
行
っ
て
お
り
、

平
成
二
十
五
年
ま

で
に
完
了
さ
せ
る

構
想
で
あ
る
が
、

徳
島
、
佐
那
河
内
、

上
勝
、
勝
浦
を
合

わ
せ
て
残
り
が
八

千
七
百
五
十
ｍ
あ

り
、
七
十
億
円
の

残
事
業
費
で
は
、

工
法
等
の
変
更
を

し
な
け
れ
ば
全
線

開
通
は
不
可
能
で

な
い
か
と
予
測
さ

れ
る
な
ど
、
問
題

点
は
多
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

エコファーマー型
機械施設などに2,280万円

産 業 建 設

六
月
二
十
八
日
に
委
員
会
を
開

き
、
補
正
予
算
と
坂
本
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
、
立
川
地
区
に

お
け
る
建
設
資
材
置
場
の
設
置
問

題
等
の
報
告
が
あ
り
審
議
し
ま
し

た
。

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
に
つ
い

問
て
の
具
体
的
な
内
容
と
メ

リ
ッ
ト
は
。

産
業
振
興
課
長

平
成
十

答
一
年
に
環
境
に
や
さ
し
い

農
業
を
進
め
る
た
め
「
持
続
農
業

法
」
が
作
ら
れ
た
。
こ
の
法
律
は
、

化
学
肥
料
や
農
薬
使
用
の
低
減
を

一
体
的
に
行
う
農
業
者
に
対
し
支

援
を
行
う
も
の
で
、
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
農
業
改
良
資
金
の
貸
付
や
税

制
上
の
特
例
が
あ
る
。

委
員
会
と
し
て

提
案
す
る
こ
と

を
認
め
ま
し
た
。

「
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も

問
と
」
の
Ｐ
Ｒ
の
方
法
と
、

観
光
業
者
な
ど
か
ら
の
申
し
込
み

は
。

係
長

Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は

答
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
行

っ
て
い
る
。
業
者
か
ら
の
申
し
込

み
は
料
金
が
安
い
の
で
入
る
余
地

が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
後
、

工
夫
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

立
川
資
材
置
場

業
者
が
断
念

五
月
二
十
日
に
業
者
に
対
し
て

地
元
五
団
体
が
断
固
反
対
を
申
し

入
れ
た
結
果
、
町
に
対
し
て
断
念

し
た
い
と
の
報
告
が
あ
り
決
着
し

ま
し
た
。

反対運動で資材置場設置を断念

国で見直しが行われている広域農道

あ
と
十
年
で

完
了
は
無
理
で
は



６議会だより かつうら一般質問は、本人の提出された原稿を基に掲載しています。

一 般 質 問

財
政
改
善
対
策
と
し

問
て
、
事
業
費
と
人
件

費
削
減
の
二
つ
あ
る
が
、
職

員
数
の
削
減
、
給
料
や
ボ
ー

ナ
ス
の
カ
ッ
ト
、
土
曜
日
の

奉
仕
勤
務
な
ど
、
人
件
費
を

削
減
し
て
改
善
す
べ
き
と
思

う
が
。

町
長

四
年
前
に
策

答
定
し
た
行
財
政
改
革

大
綱
の
見
直
し
に
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
い
る
最
中
で
あ

る
。
議
員
改
選
後
に
新
し
い

計
画
を
示
し
て
進
め
て
い
き

た
い
。

ま
ず
小
さ
な

合
併
を

選
択
肢
の
一
つ

で
は
あ
る
（
助
役
）

交
付
税
の
削
減
を
回

問
避
す
る
た
め
、
上
勝

町
と
の
小
さ
な
合
併
が
現
実

的
で
な
い
か
。
メ
リ
ッ
ト
の

少
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
が
、
総
合
的
に
判
断
す
れ

ば
、
一
番
好
ま
し
い
と
思
う

が
。

町
長

住
民
の
中
に

答
も
そ
の
よ
う
な
意
見

が
多
く
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
大
局
的
に
見
る
必

要
も
あ
り
、
総
合
的
な
判
断

の
中
で
し
っ
か
り
し
た
方
向

づ
け
が
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

助
役

上
勝
町
と
の

答
二
町
合
併
論
も
一
つ

の
選
択
肢
で
は
あ
る
が
、
問

題
点
と
し
て
、
小
規
模
町
村

の
業
務
の
一
部
を
県
が
代
行

す
る
な
ど
の
制
度
が
検
討
さ

れ
て
い
る
の
と
、
二
町
が
合

併
し
て
も
八
十
二
億
円
程
度

の
財
政
規
模
で
、
町
税
収
入

が
六
億
円
程
度
し
か
な
く
、

非
常
に
財
政
基
盤
の
弱
い
団

体
で
あ
り
、
財
政
運
営
面
で

の
不
安
は
続
く
と
思
わ
れ
る
。

財
政
改
善
対
策
は

行
財
政
改
革
大
綱
見
直
し
の
最
中

（
町
長
）

中

西

晴

美
議
員

国
保
会
計
に
は
、
保

問
険
税
収
入
の
二
年
分

相
当
、
三
億
七
千
万
円
の
基

金
な
ど
が
貯
ま
っ
て
い
る
。

れ
て
い
な
い
軽
減
措
置
を
行

う
と
国
費
を
減
額
さ
れ
る
の

で
、
引
き
下
げ
は
適
当
で
な

い
。

引
き
下
げ
が
難
し
い

問
な
ら
、
保
健
事
業
を

も
っ
と
充
実
さ
せ
て
は
ど
う

か
。

島
税
務
課
長

現
在

答
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド

ッ
ク
を
実
施
し
て
い
る
が
、

今
後
、
疾
病
予
防
の
検
診
体

制
を
つ
く
る
な
ど
、
保
健
事

業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た

い
。

町
長
は
今
ま
で
に
も

問
「
減
免
を
検
討
す
る
」

と
答
弁
し
て
き
た
が
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

食
事
を
抜
い
て
介
護
保
険

料
を
か
け
て
い
る
人
も
い
る
。

せ
め
て
生
活
が
で
き
る
保
険

料
に
減
免
す
べ
き
と
思
う
が
。

町
長

介
護
保
険
は

答
ま
だ
新
し
い
制
度
で

あ
り
、
ベ
タ
ー
と
は
い
え
な

い
。
国
の
動
向
を
見
て
決
め

て
い
き
た
い
。
最
低
生
活
の

保
障
は
生
活
保
護
制
度
で
対

応
し
て
い
る
。

原

田

昭

三
議
員

撤退後もいろいろの問題が

合併問題に答弁する倉橋助役

引き下げを

引き下げは適当でない
（税務課長）



７ 議会だより かつうら 一般質問は、本人の提出された原稿を基に掲載しています。

一 般 質 問

小
松
島
市
で
は
ア
ン

問
ケ
ー
ト
調
査
、
上
勝

町
で
は
二
十
数
カ
所
に
分
け

て
意
見
を
聞
く
な
ど
、
隣
接

の
市
町
で
は
合
併
の
動
き
が

活
発
化
し
て
い
る
が
、
本
町

の
対
応
は
。
ま
た
、
そ
の
後
、

小
松
島
市
と
話
し
合
い
は
持

た
れ
た
の
か
。

町
長

現
在
、
対
応

答
を
慎
重
に
模
索
し
て

い
る
。
行
財
政
改
革
大
綱
の

見
直
し
が
で
き
次
第
、
町
政

報
告
と
い
う
形
で
、
合
併
問

題
も
一
緒
に
説
明
に
各
地
区

を
回
り
た
い
。

助
役

小
松
島
市
と

答
の
接
触
は
、
そ
の
後

行
わ
れ
て
い
な
い
。

町
の
資
金
繰
り
は

財
政
が
ひ
っ
迫
し
て

問
い
て
、
銀
行
か
ら
回

転
資
金
の
調
達
が
難
し
い
市

町
村
も
あ
る
と
聞
く
が
、
勝

浦
町
の
状
況
は
。

収
入
役

十
四
年
度

答
に
三
億
八
千
万
円
が

繰
り
越
さ
れ
て
お
り
、
十
五

年
度
も
良
好
な
決
算
を
保
て

る
と
思
う
。
ま
た
、
資
金
繰

り
は
国
保
会
計
の
大
き
な
繰

り
越
し
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

で
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
い
る
。
一
時
借
入
金
も
国

保
に
助
け
ら
れ
て
い
る
現
状

で
あ
る
。

よ
っ
て
ネ
市

も
っ
と

規
模
拡
大
を

Ｊ
Ａ
で
検
討
し
て

ほ
し
い（

産
業
振
興
課
長
）

よ
っ
て
ネ
市
の
売
上

問
げ
が
目
標
を
大
幅
に

上
回
り
、
会
員
に
入
り
た
く

て
も
入
れ
な
い
人
が
何
十
人

も
あ
る
。
ま
た
、
駐
車
場
が

狭
い
と
の
不
満
も
聞
か
れ
る
。

観
光
バ
ス
が
止
め
ら
れ
る

駐
車
場
を
作
る
な
ど
、
規
模

を
拡
大
す
る
支
援
は
で
き
な

い
か
。

町
長

費
用
対
効
果

答
も
考
え
な
が
ら
対
応

す
る
必
要
も
あ
る
が
、
最
終

的
に
は
Ｊ
Ａ
が
判
断
す
る
こ

と
で
あ
る
。

国
清
産
業
振
興
課
長

答
Ｊ
Ａ
で
は
、
よ
っ
て

ネ
市
の
規
模
拡
大
の
考
え
は

今
の
と
こ
ろ
持
っ
て
い
な
い

と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
、
検

討
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

る
。財

政
の
厳
し
い
中
、
町
の

負
担
は
難
し
い
。

行
革
大
綱
の
説
明
と
合
わ
せ

各
地
区
を
回
り
た
い
（
町
長
）

隣
接
市
町
は
活
発
な
動
き
だ
が

市
町
村
合
併

神

原

忍
議
員

売り上げが大幅に伸びているよってネ市

不
景
気
で
生
活
が
厳
し
い

上
に
介
護
保
険
料
の
引
き
上

げ
も
あ
る
の
で
、
国
保
税
の

引
き
下
げ
を
す
べ
き
で
な
い

か
。

島
税
務
課
長

国
保

答
財
源
は
、
国
費
と
保

険
税
で
折
半
し
て
賄
っ
て
い

る
。
現
行
の
法
律
で
定
め
ら

介
護
保
険
料

ど
う
な
っ
た

低
所
得
者
の
減
免

国
の
動
向
を

見
な
が
ら
（
町
長
）

誘
致
企
業
撤
退

借
地
料
の
遅
滞
に

ど
う
対
処

企
業
を
誘
致
す
る
時
、

問
世
話
を
し
た
町
が
撤

退
後
、
借
地
料
が
遅
滞
し
て

い
る
の
に
知
ら
ん
顔
を
し
て

い
る
の
は
お
か
し
い
と
思
う

が
。

国
清
産
業
振
興
課
長

答
こ
の
用
地
に
つ
い
て

は
再
三
協
議
し
て
い
る
が
、

そ
ん
な
話
は
聞
い
て
い
な
い
。

状
況
を
十
分
に
聞
き
対
応
し

た
い
。

国保税の
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一 般 質 問

一
市
四
町
合
併
が
白

問
紙
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
勝
浦
町
と
し
て
も
早
急

に
、
法
期
限
内
の
構
想
を
示

す
べ
き
で
は
。

町
長

今
ま
で
の
教

答
訓
を
生
か
し
て
新
し

い
方
向
に
取
り
組
み
た
い
。

水
面
下
で
は
他
町
村
と
接
触

を
行
っ
て
お
り
、
改
選
後
に

計
画
を
示
し
た
い
。

行
財
政
改
革

厳
し
い
見
直
し
を

十
八
年
に
最
も
厳
し

問
い
財
政
状
況
と
な
る

が
、
年
次
毎
の
財
政
計
画
の

具
体
案
を
出
す
べ
き
と
思
う

が
。

町
長

行
財
政
改
革

答
大
綱
の
見
直
し
を
行

っ
て
い
る
が
、
改
革
の
ス
ピ

ー
ド
化
を
図
り
た
い
。

戸
川
総
務
課
長

民

答
営
化
へ
の
取
り
組
み

も
含
め
、
組
織
、
機
構
の
改

革
を
、
七
月
十
日
を
め
ど
に

厳
し
く
見
直
し
を
行
い
た
い
。

建
設
事
業

今
後
の
取
り
組
み
は

事
業
の
選
択
が

必
要

（
町
長
）

財
源
難
の
中
で
建
設

問
事
業
は
今
後
、
町
民

の
要
望
に
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
。

町
長

事
業
の
選
択

答
が
必
要
で
あ
り
、
町

単
独
事
業
に
つ
い
て
も
厳
し

い
考
え
方
で
臨
み
た
い
。

石
尾
建
設
課
長

工

答
法
見
直
し
を
含
め
、

事
業
費
の
縮
少
に
取
り
組
み

た
い
。

貯
蔵
み
か
ん

手
選
別
出
荷
の

推
進
を

貯
蔵
み
か
ん
の
販
売

問
戦
略
と
し
て
、
手
選

別
に
よ
る
味
本
位
の
出
荷
を

推
進
し
て
は
。

国
清
産
業
振
興
課
長

答
貯
蔵
み
か
ん
の
特
性

を
生
か
す
た
め
、
手
選
別
出

荷
に
向
け
、
生
産
者
の
理
解

と
協
力
を
求
め
て
い
き
た
い
。

勝
浦
病
院

存
続
に
向
け
て
の

課
題
は

財
源
難
や
医
療
制
度

問
改
革
な
ど
、
厳
し
い

状
況
下
に
お
か
れ
て
い
る
勝

浦
病
院
を
存
続
さ
せ
る
た
め

の
具
体
策
は
。

町
長

外
来
、
入
院

答
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
た
め
、
「
常
勤
の
整
形

外
科
医
と
消
化
器
内
科
専
門

医
を
」
と
の
病
院
ス
タ
ッ
フ

か
ら
の
熱
心
な
意
見
も
あ
る

が
、
医
師
確
保
や
費
用
対
効

果
の
問
題
な
ど
、
今
後
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
経
営
全
て
に
メ
ス

を
入
れ
、
削
減
で
き
る
も
の

は
な
い
か
十
分
話
し
合
い
た

い
。

そ
れ
を
ま
と
め
て
遂
行
す
る

の
が
町
長
の
務
め
で
あ
る
。

た
だ
人
柄
が
良
い
だ
け
で
は
、

そ
の
職
務
を
全
う
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
思
う
が
。

町
長

町
民
の
声
、

答
職
員
の
声
、
議
員
の

ち
の
中
で
粛
々
と
取
り
組
ん

で
い
る
。

私
に
至
ら
な
い
点
も
あ
る

が
、
職
員
も
一
生
懸
命
町
民

の
た
め
の
行
政
を
す
る
の
だ

と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
。

早
急
に
構
想
を
示
す
べ
き
で
は

改
選
後
に
計
画
を
示
し
た
い（

町
長
）

市
町
村
合
併

押

栗

義

雄
議
員

福 徳 重 二 議員

住
民
の
町
長
批
判
を

ど
う
受
け
止
め
る
か

町
を
思
う
気
持
ち
で
粛
々
と
取
り
組
む

（
町
長
）

貯蔵みかんの特性を生かした出荷を
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一 般 質 問

立
川
地
区
に
お
け
る

問
「
建
設
資
材
置
場
」

問
題
は
、
十
カ
月
に
及
ぶ
期

間
、
地
元
と
関
係
五
団
体
の

ね
ば
り
強
い
反
対
運
動
の
結

果
、
業
者
側
も
「
建
設
断
念
」

の
意
思
表
明
を
し
た
。
町
長

お
よ
び
担
当
課
長
の
見
解
は
。

町
長

地
元
住
民
の

答
パ
ワ
ー
と
関
係
五
団

体
の
努
力
に
感
謝
し
た
い
。

町
に
権
限
が
な
い
五
条
申
請

の
対
応
に
つ
い
て
も
審
議
を

慎
重
に
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
う
。

山
平
住
民
課
長

こ

答
の
問
題
は
県
と
の
十

分
な
連
携
が
で
き
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
反
省
点
と
思
っ

て
い
る
。今

後
、
こ
の
よ
う
な

問
事
態
が
生
じ
な
い
た

め
の
対
応
が
必
要
だ
。
環
境

と
水
源
保
護
条
例
の
制
定
を

す
べ
き
と
思
う
が
。

町
長

九
月
議
会
に

答
向
け
て
環
境
保
護
条

例
の
制
定
に
努
め
た
い
。
ま

た
、
立
川
谷
川
の
水
質
検
査

を
行
い
た
い
。

山
平
住
民
課
長

条

答
例
制
定
に
つ
い
て
の

諸
問
題
を
検
討
し
、
地
域
指

定
も
含
め
た
も
の
を
考
え
て

い
る
。

不
法
投
棄
に
対
す
る

問
行
政
の
対
応
策
は
。

山
平
住
民
課
長

週

答
二
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル

や
、
郵
政
公
社
外
務
員
と
の

委
託
契
約
に
よ
る
協
力
を
お

願
い
し
て
い
る
。

合
併
問
題
の

行
方
は

十
七
年
度
ま
で
に

全
力
で

（
町
長
）

合
併
問
題
は
、
各
議

問
員
か
ら
数
々
の
質
問

が
さ
れ
た
が
、
町
長
の
基
本

的
な
考
え
と
、
助
役
の
見
解

は
。

町
長

改
選
後
の
議

答
会
で
審
議
で
き
る
よ

う
計
画
を
立
て
た
い
。

助
役

少
子
高
齢
化
、

答
財
政
危
機
、
地
方
分

権
時
代
の
到
来
で
、
合
併
問

題
は
避
け
て
通
れ
な
い
。

具
体
的
に
機
構
改
革

問
も
含
め
て
の
見
解
と
、

こ
れ
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長

ど
こ
と
合
併

答
す
る
か
に
つ
い
て
は

分
か
ら
な
い
が
、
平
成
十
七

年
度
ま
で
に
で
き
る
よ
う
最

大
限
努
力
し
た
い
。

機
構
改
革
と
し
て
、
三
役

の
見
直
し
と
課
の
統
合
を
行

い
人
員
削
減
に
つ
な
げ
た
い
。

戸
川
総
務
課
長

早

答
急
に
行
財
政
改
革
大

綱
見
直
し
と
、
合
併
問
題
を

議
会
に
図
り
た
い
。
住
民
に

対
し
て
は
経
過
も
含
め
て
説

明
会
を
七
月
中
旬
以
降
に
行

い
た
い
。

最
近
、
町
民
の
間
か

問
ら
町
長
の
や
り
方
に

対
し
て
か
な
り
の
批
判
が
聞

か
れ
る
。
ま
た
、
職
員
か
ら

信
頼
さ
れ
て
い
な
い
と
も
聞

く
が
、
こ
れ
で
は
町
民
が
不

幸
に
な
る
。
職
員
と
の
信
頼

関
係
を
築
く
の
も
町
長
の
手

腕
の
一
つ
で
は
な
い
か
。
良

い
政
策
を
職
員
に
提
案
さ
せ
、

声
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し

て
、
町
を
治
め
て
い
く
こ
と

が
基
本
で
あ
る
。
三
期
目
の

審
判
を
受
け
た
自
信
と
信
念

を
持
っ
て
、
町
を
思
う
気
持

環
境
保
護
条
例
の
制
定
を

九
月
議
会
に
提
案
す
る

（
町
長
）

西

浜

勝

己
議
員

水質検査が行われる立川谷川

これからの地方はどうなる
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６月24日に告示された勝浦町議会議員選挙で、無投票当選となった新

しい議員とその抱負を議席順に紹介いたします。

議席は、年齢の若い人、当選回数の少ない人から順次決めています。

（カッコ内は、年齢・出身地区・当選回数）

３番議員 大 西 一 司
（54歳・生名・１回）

輝く町、勝浦の再生をめざして

町民の目線に立った行政を推進し、

故郷発展のために頑張ります。

女性の立場で、お年寄りや子供

たち、弱い者の声を町政に届け、

住民が主人公の町づくりをめざし

ます。

住民との対話を重視し新しい勝

浦の創造と、スポーツを通して世

代間の交流を深め、魅力ある町づ

くりに取り組みます。

２番議員 井出美智子
（47歳・今山・１回）

１番議員 松 田 貴 志
（27歳・棚野・１回）

７番議員 福 徳 重 二
（64歳・山西・３回）

８番議員 森 敏 治
（65歳・坂本・３回）

地方分権、行財政改革、市町村

合併など、先行き不透明な時代を

しっかり見極めながら町活性化の

ため努力します。

夢と希望の持てる町づくりと、

赤ちゃんからお年寄りまで安全で

安心して暮らせる環境づくりに取

り組みます。

町の将来を展望する中で、産業、

教育、福祉がバランスのとれた発

展振興を働きかけていきます。

９番議員 森 健
（67歳・石原・３回）

共に歩む町政を
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12人の新議員決まる

６番議員 溝 田 義 昭
（61歳・横瀬・３回）

厳しい時代、住民の意見も聞き

ながら、明日に夢と希望の持てる

町づくりのため、一生懸命取り組

みます。

町の将来の的確な方向づけを町

民と共に考え、見い出していきた

いと思います。

町の将来を決める大事な時、町

民の意見をよく聞き、活力ある町

づくりのため、心新たに頑張りま

す。

５番議員 国 清 栄
（58歳・星谷・３回）

４番議員 川 端 雅 夫
（56歳・今山・２回）

10番議員 原 田 昭 三
（74歳・中角・５回）

11番議員 西 浜 勝 己
（67歳・棚野・９回）

農業の活性化と、勝浦病院の存

続や介護保険の減免制度など、福

祉重点に町民が主人公の立場で頑

張ります。

地方分権の時代、勝浦町の将来

に対応できる町づくりに全力をさ

さげ、そのためまず今日一日に最

善を尽くします。

行財政改革と合併問題に真剣に

取り組み、明るく活気のある町づ

くりに力を尽くします。

12番議員 中 西 晴 美
（80歳・中山・10回）

心新たに住民と



委

員

長

福

徳

重

二

副
委
員
長

原

田

昭

三

委

員

井
出
美
智
子

委

員

溝

田

義

昭

厚
生
常
任
委
員
会

社
会
福
祉
、
環
境
衛
生
、
病
院
関
係
な

ど
を
調
査
・
審
査

委

員

長

国

清

栄

副
委
員
長

森

健

委

員

大

西

一

司

委

員

西

浜

勝

己

総
務
常
任
委
員
会

企
画
、
財
政
、
税
務
、
教
育
な
ど
を
調

査
・
審
査

委

員

長

森

敏

治

副
委
員
長

川

端

雅

夫

委

員

松

田

貴

志

委

員

中

西

晴

美

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
振
興
、
道
路
整
備
、
災
害

復
旧
な
ど
を
調
査
・
審
査
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改
選
後
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
、
副

議
長
に
推
挙
さ
れ
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

浅
学
非
才
で
は
あ
り
ま
す
が
、
力
を
合
わ

せ
、
公
正
、
公
平
で
円
滑
な
議
会
運
営
と
、

行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
の
機
能
を
十

分
発
揮
で
き
る
議
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
併
問
題
や
行
財
政
改
革
な
ど
、
町
の
将

来
を
左
右
す
る
重
要
な
課
題
解
決
に
向
け
、

住
民
と
行
政
、
議
会
が
、
連
携
を
密
に
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
な
る
改
革
に
向
か
っ
て

改
選
後
の
臨
時
会
で
議
長
、
副
議
長
、
各
委
員
会

委
員
な
ど
の
選
出
が
行
わ
れ
、
新
し
い
議
会
構
成

が
決
ま
り
ま
し
た
。

副
議
長

川

端

雅

夫

議

長

溝

田

義

昭

就任にあたって

副議長 川端雅夫 議長 溝田義昭

議
員
各
位
に
は
、
ご
当
選
の
栄
を
得
ら
れ

ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

今
回
の
選
挙
は
、
前
回
か
ら
さ
ら
に
定
数

二
人
削
減
が
議
決
さ
れ
た
選
挙
で
あ
り
、
行

財
政
改
革
、
合
併
問
題
な
ど
の
推
進
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大
な
時
、

議
員
各
位
に
は
、
町
民
の
大
き
な
期
待
と
信
頼
を
受
け
ら
れ
た
も
の
と
心
か

ら
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
構
造
改
革
を
さ
ら
に
推
進
す
る
「
骨
太
の
方
針
」
第
三
弾

と
し
て
「
三
位
一
体
」
改
革
を
示
し
、
国
と
地
方
の
税
財
政
改
革
、
規
制
改

革
を
実
現
し
地
方
分
権
を
加
速
さ
せ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

こ
の
改
革
の
時
代
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
、
新
た
な
る
町
の
発
展
は
な
い
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
議
員
各
位
に
は
政
治
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
山
積
す

る
政
治
課
題
の
解
決
と
町
政
発
展
の
た
め
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
と
共
に
、
ご

指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

勝
浦
町
長

川

口

幸

一

dtp
新しい議会構成
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委

員

長

西

浜

勝

己

副
委
員
長

森

健

委

員

松

田

貴

志

委

員

井
出
美
智
子

委

員

大

西

一

司

委

員

川

端

雅

夫

委

員

国

清

栄

委

員

溝

田

義

昭

委

員

福

徳

重

二

委

員

森

敏

治

委

員

原

田

昭

三

委

員

中

西

晴

美

市
町
村
合
併
調
査
特
別
委
員
会

川

端

雅

夫

溝

田

義

昭

西

浜

勝

己

小
松
島
市
外
三
町
村
衛
生
組
合
議
員

大
西
一
司

溝
田
義
昭

西
浜
勝
己

中
西
晴
美

専
門
学
校
評
議
員

井
出
美
智
子

国
清

栄

福
徳
重
二

中
西
晴
美

土
地
開
発
公
社
理
事

委

員

長

中

西

晴

美

副
委
員
長

森

敏

治

委

員

溝

田

義

昭

委

員

西

浜

勝

己

東
部
広
域
農
道
整
備
促
進
特
別
委
員
会

委

員

長

国

清

栄

副
委
員
長

川

端

雅

夫

委

員

松

田

貴

志

委

員

大

西

一

司

委

員

溝

田

義

昭

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
の
編
集

委

員

長

森

健

副
委
員
長

福

徳

重

二

委

員

松

田

貴

志

委

員

川

端

雅

夫

委

員

原

田

昭

三

議
会
運
営
委
員
会

委

員

長

原

田

昭

三

副
委
員
長

福

徳

重

二

委

員

井
出
美
智
子

委

員

森

健

委

員

中

西

晴

美

勝
浦
川
整
備
促
進
特
別
委
員
会

dtp
新しい議会構成
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議
会
だ
よ
り
二
十
四
号
は
、
新
議
員
二

人
を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
編
集
作
業
に
着

手
し
ま
し
た
。

特
に
今
回
は
、
改
選
後
初
の
臨
時
会
で

議
長
、
副
議
長
選
や
委
員
会
の
構
成
な
ど

が
あ
り
、
八
月
一
日
の
発
行
日
ま
で
十
日

ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

全
員
気
ば
か
り
焦
っ
て
も
百
家
争
鳴
で

「
ち
ょ
っ
と
一
パ
イ
」
の
話
の
よ
う
に
は

ま
と
ま
り
ま
せ
ん
。

何
は
と
も
あ
れ
、
新
し
い
息
吹
の
中
で

の
発
刊
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
「
議
会
だ
よ
り
か
つ
う
ら
」

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
栄
）

若
者
が
集
ま
る
リ
ゾ
ー
ト
地
に

Ｑ

故
郷
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

Ａ

長
野
県
の
菅
平
高
原
で
す
。
海

抜
千
百
ｍ
あ
り
、
夏
は
東
京
六
大

学
の
ラ
グ
ビ
ー
、
冬
は
ス
キ
ー
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
若
者
で
に
ぎ
わ

う
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ

勝
浦
町
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
。

Ａ

徳
島
の
友
人
の
紹
介
で
主
人
と

知
り
合
い
、
結
婚
し
ま
し
た
。

Ｑ

勝
浦
町
の
印
象
は
。

Ａ

春
に
嫁
い
で
き
た
の
で
、
梅
、

桜
、
み
か
ん
の
花
が
咲
き
、
そ
の

美
し
さ
で
こ
の
土
地
が
好
き
に
な

り
ま
し
た
。

Ｑ

家
族
構
成
は
。

Ａ

娘
が
出
産
で
里
帰
り
し
て
い
る

の
で
、
今
は
主
人
、
娘
、
孫
の
四

人
暮
ら
し
で
す
が
、
娘
が
帰
れ
ば

孫
も
い
な
く
な
り
寂
し
く
な
り
ま

す
。

Ｑ

ど
ん
な
お
仕
事
を
し
て
い
ま
す

か
。

Ａ

小
松
島
の
「
肉
の
杉
屋
ル
ピ
ア

店
」
に
勤
め
て
い
ま
す
。

Ｑ

趣
味
は
。

Ａ

家
庭
ミ
ニ
菜
園
づ
く
り
で
す
。

Ｑ

好
き
な
言
葉
は
。

Ａ

小
学
生
の
時
、
先
生
に
教
え
て

い
た
だ
い
た
「
初
心
忘
る
べ
か
ら

ず
」
で
す
。

Ｑ

ど
ん
な
町
に
な
れ
ば
よ
い
と
思

い
ま
す
か
。

Ａ

山
、
川
な
ど
自
然
が
美
し
く
市

内
に
も
近
い
の
で
、
リ
ゾ
ー
ト
地

と
し
て
、
若
者
た
ち
が
集
ま
る
元

気
な
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

上西けい子さん（中山）

（長野県小県
ちいさがた

郡真田町出身）

編

集

後

記

私の故郷

真田町

日本海
新潟県

群馬県

山梨県
長野県

岐阜県

富山県

長野市

松本市

上田市

愛知県 静岡県

川端副委員長 溝田委員 国清委員長 大西委員 松田委員




